
恵泉教会木曜祈祷会 

リジョイス 5 月 14 日 通読：列王記上 4 章 

 

1. 列王記上 4 章の背景と文脈 

3 章で神から「聞き分ける心（知恵）」を与えられたソロモンは、4 章においてその知恵

を実際の国家運営に適用します。 

 

適材適所の行政組織（1〜6 節）：ソロモンは全イスラエルを治める王として、まず有能な

高官たちを任命しました。祭司、書記官、史官、軍司令官、労働監督長など、明確な役割

分担がなされ、国に秩序がもたらされました。 

12 人の地方長官と公平な負担（7〜19 節）：ソロモンは全国を 12 の行政区に分け、それぞ

れに長官を置きました。彼らは 1 年に 1 か月ずつ、王と王室の食糧を調達する責任を負い

ました。これは一部の地域だけに重い負担がかからないようにする、知恵に満ちた公平な

システムでした。 

アブラハムへの約束の成就（20 節）：秩序ある統治の結果、国にはかつてない平和と繁栄

が訪れました。 

 「ユダとイスラエルは海辺の砂のように数が多かった。彼らは食べ、飲み、楽しんだ。」

（列王記上 4:20） 

   この光景は、ソロモン個人の成功というより、神の深い真実さの証明でした。 

  

2. 列王記上 4 章の中心主題 

この章には、「神の約束の真実さ」と「知恵による秩序」、そして「平和の君による支配

の予表」というテーマが含まれています。 

 

長い時を経た「約束の成就」：20 節の「海辺の砂のように数が多かった」という表現は、

はるか昔、創世記 22 章 17 節で神がアブラハムに与えられた契約の言葉そのものです。数

百年の時と数々の危機を乗り越え、神はご自身の約束を完全に果たされました。神の言葉

は決して地に落ちません。 

知恵がもたらす「平和（シャローム）」と秩序：本当の知恵は、一人で抱え込んで無理をす

ることではなく、秩序をもたらし、他者と責任を分かち合うこと（権限委譲）にありま

す。ソロモンの知恵によって国全体が機能し、結果として民は「食べ、飲み、楽しむ（平

和を享受する）」ことができました。 

キリストの御国の予表：ソロモンの治世下での豊かな食卓と喜びの姿は、やがて来るべき

真の「平和の君」であるイエス・キリストが治められる神の国（御国）の豊かさと喜びを

指し示す、美しい影（予表）となっています。 

 



3. 黙想と適用のための質問 

① 神様の「約束の真実さ」を信頼して待つことができますか？ 

「海辺の砂のように」というアブラハムへの約束は、ソロモンの時代になってようやく目

に見える形で完全な成就を迎えました。 

（今、あなたの人生の中で、まだ祈りの答えが見えず、神様の約束が果たされていないよ

うに感じることはありますか。気の遠くなるような時間をかけても必ず約束を守られる神

様の真実を、今日、改めて信頼し直すことができますか。） 

 

② あなたの生活や奉仕に「知恵による秩序」がありますか？ 

ソロモンは一人で全土を管理しようとせず、適材適所で高官や地方長官を任命し、公平に

重荷を分かち合うシステムを作りました。 

（家庭、職場、あるいは教会での奉仕において、すべてを一人で抱え込み、疲れ果ててい

ませんか。神様が与えてくださる知恵を用いて、他者と責任を分かち合い、健全な秩序を

築くことを求めていますか。） 

 

③ キリストの支配の下で「食べ、飲み、楽しんで」いますか？ 

ソロモンという王の正しい支配の下で、民は平和と喜び（シャローム）を味わいました。 

（私たちの真の王はイエス・キリストです。あなたは今、キリストの愛と支配の下にある

安心感の中で、霊的な恵みを豊かに「食べ、飲み、楽しむ」喜びを味わっているでしょう

か。恐れや不安ではなく、王である主への信頼から来る安らぎに留まっていますか。） 

 

4. 祈り 

真実であられる天のお父様、 

列王記上 4 章を通して、あなたがアブラハムに与えられた約束を、長い歴史を通して確実

に成就されたその真実さをほめたたえます。私たちも、祈りの答えが遅いように感じると

きや、状況が見えないときでも、あなたの御言葉は必ず成し遂げられるという信仰に堅く

立たせてください。 

また、ソロモンに与えられた知恵が、国に秩序と平和をもたらしたことを学びました。 

どうか私たちにも知恵を与え、日々の生活や奉仕の中で、すべてを一人で背負うのではな

く、周りの人々と適切に重荷を分かち合い、健全な秩序と平和を築くことができるよう導

いてください。 

何よりも、真の平和の君であるイエス・キリストが私たちの人生の王座に座ってくださっ

ていることを感謝します。あなたの恵み深い支配の下で、霊的な糧を豊かに食べ、飲み、

楽しむ安らぎを、今日一日も豊かに味わわせてください。 

私たちの王であり救い主、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。 

アーメン。 


